基礎看護技術教授内容の検討 基礎看護学実習における技術項目の実施経験の確認から by 竹内 貴子 et al.
Ⅰ．はじめに





































竹内　貴子 1　中島佳緒里 1　巻野　雄介 1　酒井田由紀 1　加藤　広美 1































1 単位 45 時間の臨地実習でシャドーイングが中心で
あり、看護技術の実施は一部参加にとどまっている。
基礎看護学実習Ⅱは、2 単位 90 時間の科目であり、2
年次の 1 月～ 2 月に 2 週間ずつ 3 クールに分けて、約
















13 項目 142 種類に、さらに赤十字災害看護学の領域











調査期間中に基礎看護学実習Ⅱ 2 単位 90 時間を
行った本学学生 135 名
2．調査期間

























































表 2　実施率が 5 割に満たない看護技術（授業で演習を行っている日常生活援助技術）
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同じく、表 2 の実施が 5 割に満たない看護技術の中
で車椅子への移乗の技術について、実施は約 4 割であ
り、実施する機会はあったが実施していない学生は
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